
２　

文
字
瓦　

芦
屋
町
山
鹿　

芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

　

目

雑
記　

瓦
一
面
に
多
数
の
「
目
」
文
字
が
あ
る
。
芦
屋
町
浜
口
の
浜
口
廃
寺
出
土
。

当
所
は
古
代
寺
跡
で
は
な
く
、
古
代
幹
道
の
駅
跡
で
あ
る
。

３　

銅
製
経
筒　

芦
屋
町
山
鹿
二
二
―
一
七　

法
輪
寺

妙
法
蓮
華
経
全
部
八
巻

奉
為
関
東
御
曹
司
千
壽
御
前

相
當
一
百
箇
日
忌
景
御
為
滅

罪
生
善
頓
證
菩
薩
一
日
頓
寫

供
養
如
右

　
　
　
　

徳
治
三
年
正
月
廿
ニ
日

　
　
　
　
　
　
　

導
師　

遍
照
金
剛
澄
空

　
　
　
　
　
　
　

勧
進　

遍
照
金
剛
皇
鑒

　
　
　
　
　
　

母
儀
菩
薩
戒
尼
遍
照
金
剛
清
浄
覺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
白

雑
記　
『
太
宰
官
内
志
』
に
よ
る
と
、
文
政
六
年
法
輪
寺
境
内
よ
り
出
土
。

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
に
、
お
り
を
見
て
集
め
て
い
た
旧
遠
賀
郡
内
（
中
間
市
・
水
巻
町
）
の

金
石
文
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
そ
の
続
き
と
し
て
、
芦
屋
町

内
に
関
連
す
る
金
石
文
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
芦
屋
で

造
り
他
所
へ
販
売
さ
れ
た
梵
鐘
、
鰐
口
、
仏
具
、
茶
釜
な
ど
の
商
品
は
原
則
と
し
て

収
録
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
集
成
は
原
則
と
し
て
江
戸
時
代
末
ま
で
と
し
た
。

資
料
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
物
件
ご
と
に
、
銘
文
の
書
か
れ
て
い
る
物
件
、
そ

の
現
所
在
地
、
銘
の
書
か
れ
て
い
る
部
分
そ
し
て
銘
文
の
順
に
記
し
、
各
物
件
の
紹

介
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
雑
記
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。

史
学
論
叢
に
発
表
の
場
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
、
別
府
大
学
史
学
、
文
化
財
学
科

関
係
の
諸
先
生
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
芦
屋
町
教
育
委
員
会
の
諸
氏
、
貴
重
な
御

物
や
文
化
財
に
快
く
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

芦
屋
町
篇

１　

文
字
瓦　

芦
屋
町
山
鹿　

芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

　

延
喜
十
一
年

雑
記　

原
物
は
左
右
が
逆
字
に
な
っ
て
い
る
。
芦
屋
町
浜
口
の
浜
口
廃
寺
出
土
。
当

所
は
古
代
寺
跡
で
は
な
く
、
古
代
幹
道
の
駅
跡
で
あ
る
。

研
究
ノ
ー
ト

　
福
岡
県
遠
賀
郡
の
金
石
文
集
成
　
二
　
芦
屋
町
篇

中　

村　

修　

身　一
五

史学論叢第 49 号（2019 年３月）



　

周
廻
法
性　

広
利
群
生

　

仰
祝
皇
帝　

万
年
之
榮

　

專
為
法
門　

無
朽
之
楹

四
区
画

観
応
改
元
上
章
摂
提
格
應
鐘
十
八
日

　
　
　
　

住
持
比
丘　

頣
禅

　
　
　
　

大
檀
那　
　

公
尚

　
　
　
　

鋳
師
大
工　

宗
貞

雑
記　

本
来
は
禅
寿
寺
（
芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一
）
所
蔵
で
あ
る
。
原
物
に
接
す

る
機
会
を
持
て
な
か
っ
た
の
で
、
銘
文
は
『
芦
屋
釜
展
』
を
写
し
た
。

６　

金
臺
寺
梵
鐘　

所
在
地
不
明

奉
施
入
洪
鐘
一
口　

筑
前
國
蘆
屋
津
金
臺
寺

應
永
二
年
乙亥

十
二
月
十
三
日

第
三
世
住
持　

像
阿
弥
陀
佛

源
沙
彌
定
教　

藤
原
沙
彌
直
阿

大
檀
那
沙
彌
珪
阿　

□
□
阿
藤
原
家
貞

沙
彌
法
道　

沙
彌
度
通

大
工
藤
原
其
阿

雑
記　

本
来
は
金
臺
寺
（
芦
屋
町
西
町
一
―
二
二
）
所
藏
で
あ
る
。『
太
宰
官
内
志
』

は
「
当
鐘
今
は
長
門
国
東
豊
浦
郡
江
良
村
下
山
（
ゲ
ザ
ン
）
の
山
所
権
現
に
あ
り
」

と
記
す
。
下
山
は
山
口
県
豊
浦
郡
華
山
で
あ
る
。
原
物
に
接
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
銘
文
は
『
筑
前
続
風
土
記
拾
遺
第
三
巻
』
を
写
し
た
。

４　

宝
篋
印
塔　

芦
屋
町
中
ノ
浜
四
―
四　

芦
屋
町
中
央
公
民
館
保
管

正
面

檀
那
円
戒

沙
彌
實
蓮

左
面

建
武
四
年
丁
丑　

十
二
月
十
五
日

雑
記　

芦
屋
町
役
場
遺
跡
（
芦
屋
町
幸
町
二
―
二
〇
）
の
発
掘
調
査
で
出
土
。

５　

禅
寿
寺
梵
鐘　

島
根
県
大
田
市　

真
光
寺

一
区
画

大
日
本
國
筑
前
州
葦
屋
津
遠
賀
山
禅
寿
禅
寺
大
檀
越
橘
左
金
吾
公
尚
権
與　

本
寺
幾

乎
十
年
法
已
成
楼
鐘
未
架
專
抽
一
心
之
誠
懇
重
出
十
万
之
家
資
為
陰
陽
於
土
炭
運
陶

冶
之
巧
成
乾
坤
於
槖
籥
顯
鳧
氏
之
功

二
区
画

寔
是
不
忘
霊
山
之
付
属
者
也

作
銘
云

　

模
範
金
銅　

脱
躰
十
成

　

万
鉤
洪
器　

一
口
華
鯨

　

叫
峰
頭
月　

応
江
水
聲

　

其
聲
殷
　ゝ

其
響
鎗
ゝ

三
区
画

　

塵
ゝ
刹
　ゝ

寥
ゝ
清
ゝ

　

無
明
睡
覚　

煩
悩
夢
驚

　

救
此
輪
苦　

息
彼
妄
情

一
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慶
道

　
　
　
　
　
　

大
檀
那　
　

宗
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

珪
阿
宗
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
阿
弥
阿

四
区
画

　
　
　
　
　
　

結
縁
諸
人
等

　
　
　
　
　
　

大
工　

藤
原
幸
満
丸

　
　
　
　
　
　

沙
弥
其
阿　
　

法
道

　
　
　
　
　
　

浄
源　
　

綱
重

雑
記　

本
来
は
長
福
寺
（
福
岡
県
芦
屋
町
）
所
蔵
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
か
ら
編
纂

を
始
め
た
『
防
長
風
土
記
注
進
』
大
寧
寺
の
項
に
記
載
あ
り
。

８　

石
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
二
二
―
一
七　

法
輪
寺
旧
蔵

東
ノ
塔

逆
修
尼
本
妙　

三
妄
霧
忽
晴　

五
智
覺
月
明　

九
界
近
捐
典
致
引
□
菩
提

西
ノ
塔

右
逆
修
善
根　

爲
沙
彌
妙
覺　

願
奉
不
生
理　

悟
入
建
此
塔

應
德
元
年
未
歳
五
月
日

雑
記　

文
政
六
年
法
輪
寺
境
内
よ
り
出
土
。
現
物
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
銘

文
は
『
太
宰
官
内
志
』
を
参
考
と
し
た
。
当
石
塔
は
埋
め
戻
さ
れ
た
と
い
う
見
解
と

法
輪
寺
の
礎
石
に
な
っ
て
い
る
と
の
見
解
が
流
布
し
て
い
る
。

９　

光
明
寺
梵
鐘　

所
在
不
明
。

７　

長
福
寺
梵
鐘　

山
口
県
深
川　

大
寧
寺

一
区
画

筑
前
垣
崎
庄
葦
屋
津

長
福
寺
洪
鐘
一
口　

長
二
尺
八
寸
二
分　

口
径
二
尺
三
分

厚
二
寸
六
分
　

　
　

銘
日

當
寺
為
躰　

勝
地
得
名

靈
佛
顕
験　

庶
民
抽
忠

檀
主
志
苦　

花
鐘
功
成

三
更
覚
眠　

百
里
發
聲

傅
三
千
界　

普
利
群
萌

二
区
画

仰
願
弟
子　

鎮
施
芳
英

病
根
消
滅　

命
葉
長
生

堂
舎
安
穏　

庄
園
太
平

右
願
意
者
爲
天
下
泰
平
国
土
豊
饒

御
願
円
満
當
領
主
家
門
繁
昌
殊
者

大
小
結
縁
檀
主
等
息
災
延
命
也
然
者

蒲
牢
音
遍
驚
四
主
之
眠
花
鐘
響

遠
期
三
會
之
暁
以
此
功
徳
奉
資

三
区
画

天
神
地
祗
有
縁
无
縁
上
添
聖
日

万
千
之
光
暉
下
成
民
草
二
世
之

願
望
而
已

　

應
永
三
天
丙　
　

子

二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　

大
勧
進
六
供
僧
侶
等

一
七
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11　

仁
福
禅
寺
鰐
口　

所
在
不
明
。

奉
懸
筑
前
州
葦
屋
津
浦
陀
山
仁
福
禅
寺
旹
明
應
二
天
夾
鐘
中
八
日
願
主
各
敬
白

雑
記　

本
来
は
仁
福
寺
所
蔵
で
あ
る
。
仁
福
禅
寺
の
位
置
不
明
。『
太
宰
官
内
志
』

は
「
此
鰐
口
上
座
郡
久
喜
宮
村
観
音
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
原
物
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
銘
文
は
『
太
宰
官
内
志
』
に
よ
っ
た
。

12　

福
嚴
寺
鰐
口　

所
在
不
明
。

奉
施
入
葦
屋
福
嚴
寺
地
蔵
堂
寶
前
文
明
庚寅

卯
月
吉
日
願
主
衞
三
郎
劼
白

雑
記　

本
来
は
福
嚴
寺
（
芦
屋
町
）
所
蔵
で
あ
る
。
福
嚴
寺
の
位
置
不
明
。『
太
宰

官
内
志
』
は
「
今
は
鞍
手
郡
芹
田
村
毘
沙
門
堂
に
か
か
れ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
原

物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
銘
文
は
『
太
宰
官
内
志
』
に
よ
っ
た
。

13　

水
盤　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

　

延
宝
八
年

奉
寄
進
祇
薗
宮

　

申
四
月
廿
三
日
大
田
㐂
□
□
□
□

14　

海
上
遭
難
供
養
塔　

芦
屋
町
山
鹿
一
八
―
一　

薬
師
堂

柱
正
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
石
正
面

當
浦
於
海
上
相
果
申
百
五
十
人　
　
　
　
　
　
　

再
建

為
頓
證
菩
堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
浦
中

柱
左
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
石
左
面

　
　
　

元
禄
十
三
年
庚
辰
曆　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
二
十
一
年

應
永
廿
年
正
月
廿
六
日

筑
前
國
遠
賀
郡
□
□
庄

光
明
寺　
〔
梵
鐘
〕

　

大
勧
進　
〔
某
々
三
、四
名
の
名
ア
リ
〕

雑
記　

本
来
は
光
明
寺
（
芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
四
）
所
蔵
で
あ
る
。
島
根
県
赤
来

町
明
窓
院
よ
り
第
二
次
大
戦
時
軍
に
供
出
、
こ
れ
に
よ
り
消
滅
か
。
銘
は
『
日
本
古

鐘
銘
集
成
』
に
よ
っ
た
。
同
書
に
は
、
田
沢
金
吾
氏
教
示
と
し
て
紀
年
銘
は
「
応
永

二
十
年
歳
次
癸
巳

正
月
廿
六
日
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

10　

法
輪
寺
梵
鐘　

所
在
不
明
。

大
日
本
國
西
海
道
筑
之
前
州
山
鹿
庄
葦
屋
津
金
島
山
法
輪
寺
桂
昌

專
抽
懇
誠　

鑄
洪
鐘
一
口
而
以
捨
入
本
寺
伏
願
天
下
泰
平
佛
法
興

隆　

次
翼
考
妣
共
荘
厳
報
地　

群
類
同
圓
成
正
覺　

銘
而
云

千
鈞
重
器　

脱
體
現
成　

聲
應
四
海　

響
遍
八
絃　

沙
鷗
□
□

□
生
夢
鶩　

叢
林
禮
樂　

國
家
昇
平　

仰
天
子
無
彊
之
榮　

春
秋

幾
度　

海
晏
河
清　

旹
文
明
六
年
甲
午
歳
孟
夏
仲
瀚
日

住
持
比
丘
法
秋

願
主
比
丘
桂
昌

大
工
大
江
氏
浄
江

雑
記　

本
来
は
法
輪
寺
（
芦
屋
町
大
字
山
鹿
）
所
蔵
で
あ
る
。
原
物
の
確
認
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
銘
文
は
『
太
宰
官
内
志
』
を
参
考
と
し
た
。

一
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本
体
正
面

庚
申
尊
天

裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
石
裏
面

寛
保
二
戌
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

魚
町

　
　
　

八
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

商
人
中

18　

宝
篋
印
塔　

芦
屋
町
山
鹿
一
八
―
一　

薬
師
堂

上
函
正
面　
　
　
　
　
　
下
函
正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
却
億
生
死
重
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
時
消
滅
生
兎
災
歿

　

ネ
　
　
　
　
　
　

死
生
佛
定
苦
有
應
墮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
鼻
地
獄
若
於
此
塔

上
函
左
面　
　
　
　
　
　
下
函
左
面

　

Ｏ
　
　
　
　
　
　

或
一
禮
拜
或
一
右
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塞
地
獄
門
開
菩
提
路

上
函
裏
面　
　
　
　
　
　
下
函
裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
延
二
己　
　

巳

歳

　

ラ
　
　
　
　
　
　

二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
主
秋
枝
庄
兵
衛

同
姓
勘
次
郎

上
函
右
面　
　
　
　
　
　
下
函
右
面

　

ロ
　
　
　
　
　
　

若
者
有
情
能
於
此
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
香
一
花
禮
拜
供
養

19　

恵
比
須
社
鳥
居　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
三
五　

恵
美
須
神
社

右
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
施
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
仁
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
間
作
右
衛
門

雑
記　

再
建
に
当
た
っ
て
、
台
石
は
新
た
に
造
ら
れ
て
い
る
。

15　

狩
尾
神
社
鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

右
柱

奉
創
立
神
門
一
區　

産
徒
中

正
面
額

狩
尾
神
社

左
柱

享
保
十
年
龍
次
乙
巳
九
月
穀
旦　

大
宮
司
波
多
野
左
近
平
春
重

16　

鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

右
柱

奉
造
立
神
門
一
區　

産
子
中

正
面
額

祇
園
社

左
柱

享
保
十
一
丙　
　

午

正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宮
司
波
多
野
右
近
正
春

17　

庚
申
尊
天　

芦
屋
町
山
鹿
六　

城
山
神
社

一
九
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施
主
猪
熊
区
大
貝
重
吉

　
　
　
　
　
　

妻　

ト
メ

　
　

旧
施
主
子
孫
安
髙
麻
郎

六
区
画

入
一
法
句
〔
こ
の
一
行
陽
刻
〕

七
区
画

十
四
世
住
職
劉
城

昭
和
三
十
五
年
再
鋳

　

施
主
嗣
子
大
貝
好
雄

　
　
　
　
　
　

妻
ト
子

　
　

源
太
郎
末
孫
安
髙
榮
吉

雑
記　

昭
和
三
十
五
年
に
高
岡
市
で
鋳
造
の
折
に
過
去
二
度
の
銘
文
を
毛
彫
り
で
記

し
て
い
る
。

21　

一
字
一
石
大
乘
妙
典　

芦
屋
町
幸
町
九　
　

芦
屋
浜
霊
園

正
面ロ　

一
字
一
石
大
乘
妙
典

裏
面

施
主
芳
永
幸
重
郎

吉
永
沖
之
助

　

爲
先
祖
菩
提

　
　

宝
暦
四
甲　
　

戌

　
　
　

七
月
廿
五
日

雑
記　

お
お
よ
そ
十
年
前
に
光
明
寺
か
ら
移
さ
れ
た
。

奉
再
興
鳥
居
一
基
村
組
中

丁
組
中

正
面
額

恵
美
須
社

左
面

寛
延
三
龍
集
庚　
　

午

春
三
月
吉
旦

20　

半
鐘　

芦
屋
町
中
ノ
浜
町
五
―
五
二　

安
養
寺

一
区
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鋳
物
師　

孝
子
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
こ
の
区
画
銘
文
陽
刻
〕

二
区
画

南
無
阿
弥
陀
佛
〔
こ
の
一
行
陽
刻
〕

三
区
画

筑
前
国
遠
賀
郡
芦
屋
津

　

慈
雲
山
安
養
寺

　
　

八
代
住
侶　

圓
明

宝
暦
四
甲
戌
年
三
月
上
浣
日

　

為
釋
了
觀
信
士

　
　

施
主　

大
城
邑
源
太
郎

四
区
画
〔
銘
な
し
〕

五
区
画

十
三
世
住
耺　

大
啓

明
治
十
三
年
二
月
改
鋳

為
報
恩

二
〇

『福岡県遠賀郡の金石文集成　二　芦屋町篇』（中村）



猿
田
彦
大
神

25　

半
鐘　

芦
屋
町
山
鹿
一
二
〇
〇
―
一　

芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館

施
主

矢
野
原
村
四
郎
左
衛
門

　
　

専
念
寺　

什
物

　

天
明
元
辛　
　

丑

五
月
日

雑
記　

由
来
は
不
明
。

26　

猿
田
彦
大
神　

芦
屋
町
山
鹿
二
三　

旧
道
交
差
点

右
面

天
明
三
年

正
面

　

田
彦
大
神

左
面

癸　
　

卯

正
月
吉
日

27　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

右
側
正
面

柏
原
浦
大
多
次

　
　
　
　

清
吉

左
面

奉

進

裏
面

22　

役
行
者
像　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

本
体
正
面　
　
　
　
　
　
　
　
台
石
裏
面

役
行
者　
　
　
　
　
　
　
　

寶
暦
九
年
正
月
吉
日
献
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中
久
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
七
年
七
月
修
繕
再
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中
角
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
男
仝
茂
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
男
仝
辰
之
助

23　

卓
錫
泉
碑　

芦
屋
町
山
鹿
一
二
―
五
一　

観
音
堂

正
面

　
　
　
　
　

本
邑
人
氏
秋
枝
勘
次
郎
廣
利

卓
錫
泉　

捨
浄
眛
穿
此
井
寄
附

　
　
　
　
　

禅
慶
禅
院

　
　
　
　
　

旹
寳
曆
癸
未
冬
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
主
宗
周
識

裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
譽
上
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
江
崎
小
右
衛
門

24　

猿
田
彦
大
神　

芦
屋
町
山
鹿
浦　

厳
島
神
社

右
面

天
明
元
年

正
面

二
一
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29　

芭
蕉
翁
菖
蒲
塚　

芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一　

禪
壽
寺

右
面

寛
政
五
癸
丑
歳

正
面

芭
蕉
翁

菖
蒲
塚

　

郭
公
啼
や

　
　

五
尺
の
阿
弥
め
草

左
面

槎
菴　

宇
麦

麗
亭
保
能
香　

發
起

嗣
志　
　
　
　

吉
永　

松
卜　

建
之

　
　
　
　
　
　

太
田　

希
王

30　

庚
申
尊
天　

芦
屋
町
西
浜
町
一
六
―
一
四　

猪
春
大
明
神
社

本
体
右
面

寛
政
六
寅　

年

正
面　
　
　
　
　
　
　
　

台
石
正
面

庚
申
尊
天　
　
　
　
　
　

津
中
〔
横
書
〕

左
面

二
月
廿
一
日

31　

猿
田
大
彦
命　

芦
屋
町
山
鹿
二
―
四　

築
山
天
満
宮

　
　

于
時
寛
政
十
一
年

　

田
大
彦
命

寛
政
三
亥
九
月
吉
日

左
側
右
面

寛
政
三
亥
九
月
吉
日

正
面

奉

進

左
面

柏
原
浦
大
多
次

　
　
　
　

清
吉

28　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

右
側
正
面

柏
原
浦

　
　

中
西
四
良
治

左
面

獻
燈

裏
面

寛
政
五
丑
正
月
吉
日

左
側
正
面

柏
原
浦

　
　
　

中
西
四
良
治

裏
面

寛
政
五
丑
正
月
吉
日

右
面

獻
燈

二
二
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寛
政　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
舩
頭

十
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
平
九
郎

庚
申　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
組
中

　

五
月
吉

辰
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
側
下
台
石
右
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
屋
天
満
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
野
三
郎
平

左
側
上
台
石
正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
台
石
左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
州
上
関
室
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
八
兵
衞

上
台
石
裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
台
石
裏
面

寛
政　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
舩
頭

十
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刀
根
貞
五
郎

庚
申　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
組
中

　

五
月
吉

辰
日

　
　
己　
　

未

五
月
吉
日

32　

石
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
西
浜
町
一
六
―
一
四　

猪
春
大
明
神
社

右
側
柱

　
　

寛
政
十
一
年
未
七
月
廿
五
日

常
夜
燈

　
　

か
け
や　

観
音
丸

　
　

か
け
や　

天
満
丸

　
　

志
を
や　

灘
吉
丸

左
側
柱

　
　

寛
政
十
一
年
未
七
月
廿
五
日

常
夜
燈

　
　

吉
の
や　

天
神
丸

　
　

若
松
や　

大
黒
丸

　
　

中
の
や　

永
徳
丸

33　

狛
犬
（
一
対
）　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二　

岡
湊
神
社

右
側
上
台
石
正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
台
石
左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
屋
観
音
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
次
郎
兵
衞

上
台
石
裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
台
石
裏
面

二
三
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上
函
正
面　
　
　
　
　
　
　
　
下
函
正
面

ヴ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ペ

上
函
左
面　
　
　
　
　
　
　
　
下
函
左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経　

日

Ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
此
塔
一

香
一
花
礼

上
函
裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
下
函
裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拜
供
養
八
十
億
刧
生

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
重
罪
一
時
消
滅

雑
記　

当
宝
篋
印
塔
の
中
に
銅
製
經
筒
（
36
）
と
銅
板
（
37
）
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

36　

銅
製
經
筒　

芦
屋
町
山
鹿　

芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

　

奉
書
寫
寶
篋
印
陀
羅
尼
紺
帋
金
泥

　

八
万
四
千
巻
之
内
遍
照
金
剛　

豪
潮

享
和
三
癸
亥
□
春
吉
辰

雑
記　

海
雲
寺
（
芦
屋
町
中
ノ
浜
町
五
―
一
六
）
所
在
の
宝
篋
印
塔
（
35
）
内
か
ら

銅
版
（
37
）
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
た
銅
製
經
筒
で
あ
る
。

37　

銅
版　

芦
屋
町
山
鹿　

芦
屋
町
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

銅
板
一
枚
目

ら
□
‡
ら
デ
≦
〆
□
ら
□
□
□
□

□
づ
□
デ
□
Ｊ
〆
ヴ
□
□
為
寛
政

戊
午
火
災
亡
魂
及
无
依
無
怙
法
界

萬
霊
造
塔
施
主
生
生
世
丗
六
親
春

34　

狛
犬　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

正
面

奉

進

左
面

願
主

　
　

吉
田
貞
右
エ
門

　
　

白
石
宇
兵
衛

裏
面

享
和
二
壬　
　

戌

九
月
吉
日

右
面

長
刕
赤
間
關

　

石
工

　

松
尾
伊
兵
衞
清
通

35　

宝
篋
印
塔　

芦
屋
町
中
ノ
浜
町
五
―
一
六　

海
雲
寺

上
函
右
面　
　
　
　
　
　
　
　
下
塔
身
右
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
寛
政
丁
巳
火
災
亡
魂
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

无
依
無
怙
法
界
萬
霊
造
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
主
峯
生
生
第
卅
六
親
春

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

属
同
生
極
楽
也
伏
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
下
太
平
国
家
安
寧
風
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
時
五
穀
能
登
一
切
衆
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
帰
正
法
焉
維
時
享
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

癸
亥
春
遍
照
金
剛
寛
海
誌

二
四
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39　

石
蘭
句
碑　

芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一　

禪
壽
寺

正
面

人
す
ま
ぬ
此　
　
　
　
　
　
　

石
蘭

　

山
井
や
秋
乃
月

裏
面

文
化
三
年　
　
　
　
　
　

妻　

知
栄

　
　

二
月
□
二
値　
　
　
　
　
　

勘
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
畢

雑
記　

金
臺
寺
の
江
戸
期
過
去
帳
に
石
中
庵
秀
宇
石
蘭
居
士
の
法
名
が
あ
り
、
文
化

二
年
没
と
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

40　

狩
尾
宮
鳥
居
（
一
）　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

右
柱

奉
創
立
神
門
一
區　

願
主
柏
原
浦
中
西
嘉
平
憲
貞

正
面
額

狩
尾
宮

左
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宮
司

文
化
四
丁　
　

卯

年
九
月
吉
日　

従
五
位
下
波
多
野
駿
河
守
平
朝
臣
春
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工　

江
崎
才
七
元
秋

41　

狩
尾
宮
鳥
居
（
二
）　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

右
柱

　
　
　
　
　

柏
原
浦

属
同
生
極
楽
也
伏
冀　

今
上
皇
帝

寚
□
萬
萬
歳
太
樹
君
武
運
長
久
天

下
太
平
国
家
安
寧
風
雨
順
時
五
穀

能
登
一
切
衆
生
皆
帰
正
法
焉
維
時

享
和
癸
亥
春
願
同
生
極
楽
諸
聖
為

主
為
伴
補
我
八
万
四
千
大
願
豪
潮

銅
板
二
枚
目

□
千
之
内

雑
記　

当
銅
板
は
、
銅
製
經
筒
（
36
）
と
と
も
に
海
雲
寺
（
芦
屋
町
中
ノ
浜
町
五
―

一
六
）
所
在
の
宝
篋
印
塔
（
35
）
内
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
銅
板
は
大
き
な
銅
板
一

枚
と
小
さ
な
銅
板
（
横
一
二
八
箕
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
縦
一
七
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
三

枚
の
計
四
枚
あ
る
。
銘
文
は
小
さ
い
銅
板
二
枚
に
格
子
状
の
割
付
け
が
さ
れ
、
針
書

き
さ
れ
て
い
る
。
銅
板
一
枚
目
の
二
行
は
梵
字
で
あ
る
が
さ
び
て
よ
め
な
い
。
芦
屋

町
歴
史
民
俗
資
料
館
作
成
『
芦
屋
地
方
史
年
表
』
に
よ
る
と
、
寛
政
九
年
に
山
鹿
大

火
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

38　

弘
法
大
師
座
像　

芦
屋
町
柏
原
亀
甲　

善
福
寺

上
台
石
正
面

南
無
大
師
遍
照
金
剛

上
台
石
裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
台
石
裏
面

文
化
元
年
甲
子
三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

赤
間
關

　

柏
原
浦

　
　

妙
海
尼
謹
建　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石工
瀧
本
吉
兵
衛

二
五
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高　

三
角
寺

　

山　
　

奥
院

左
面

施
主

　
　

小
田
彦
藏

44　

天
満
宮
鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿
二
―
四　

築
山
天
満
宮

右
柱

奉
再
建
造
神
門
一
基

正
面

天
満
宮

左
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
町
中

文
化
十
年
□
□
月
吉
日

45　

白
山
大
神
鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿　

城
山
公
園
内
（
白
山
神
社
）

右
柱

奉
再
造
神
門
一
基　
　
　

大
宮
司
平
朝
臣
春
樹

正
面
額

白
山
大
神

左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
江
崎
才
七

文
化
十
癸　
　

酉

九
月
吉
日　
　

魚
町
中

46　

狛
犬
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

奉
剏
立
願
主　
　
　

縄
田
正
右
衞
門
英
道

正
面
額

狩
尾
宮

左
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宮
司

文
化
四
丁
卯
年
九
月
吉
日　
　
　
　

平
朝
臣
春
樹

42　

神
武
宮
鳥
居　

芦
屋
町
正
門
町
一
四
他　

神
武
天
皇
社

右
柱

文
化
五
年
在
戊
辰
三
月
穀
且
創
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
次
郎
平
満
恒

越
野
三
郎
平
満
久

正
面
額

神
武
宮

左
柱

　
　
　

大
宮
司
黒
山
讃
岐
守
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
吉
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
屋　

天
満
丸　

乗
組
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉
丸

43　

大
師
座
像　

芦
屋
町
柏
原
亀
甲　

善
福
寺

台
石
右
面

文
化
五
戊
辰
夏

　

初
安
居
日

正
面

　

金　
　

豫
州

二
六
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左
柱

文
化
十
四
丁　
　

丑

八
月
吉
日　

大
宮
司
平
朝
臣
春
樹

雑
記　

こ
の
鳥
居
は
戎
神
社
（
山
鹿
一
六
―
二
）
廃
社
に
と
も
な
い
移
設
と
聞
く
。

48　

宝
篋
印
塔　

芦
屋
町
船
頭
町
八
四
―
一
一　

禅
寿
寺

上
函
右
面　
　
　
　
　
　
　

下
函
右
面　
　
　
　
　
　

台
座
右
面

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

經
日　
　
　
　
　
　
　

禅
壽
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悦
堂
代

上
函
正
面　
　
　
　
　
　
　

下
函
正
面　
　
　
　
　
　

台
座
正
面

Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　

大
乗
妙
典　
　
　
　
　

文
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
　
　
　
　
　
　
　

元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
字
一
石　
　
　
　
　

戊
寅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
日

上
函
左
面　
　
　
　
　
　
　

下
函
左
面　
　
　
　
　
　

台
座
左
面

Ｒ　
　
　
　
　
　
　
　

於
此
福
一
杳
一　
　
　

發
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

華
禮
拜
供
羪
八　
　
　

和
田
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
億
劫
生
□
重　
　
　

施
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潨
□
時
消
滅　
　
　
　
　

田
村
嘉
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
善
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
藏
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
保
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
吉
平

上
函
裏
面

右
側
正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

文
化
十
三
丙　
　

子

年

　

九
月
吉
日

願
主
村

戎
屋
新
七
武
清

左
側
左
面

石
工

江
崎
傳
七
吉
久

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

文
化
十
三
丙　
　

子

年

　

九
月
吉
日

村戎
屋
新
七
武
清

大
宮
司

駿
河
守
代

47　

厳
島
神
社
鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿　

厳
島
神
社

右
柱

奉
創
立
神
門
一
區　

願
主
山
鹿
村
戎
屋
十
郎
正
明

正
面
額

巖
島
神
社

二
七
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台
石
裏
面

肥
前
伊
万
里

　

石
工　

七
五
郎

51　

猿
田
彦
大
神　

芦
屋
町
船
頭
町
一
一
―
四
八　

岡
湊
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
石
右
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
五
壬
午
四
月

本
体
正
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
石
正
面

猿
田
彦
大
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
町
中

本
体
裏
面

Ε
青
面
金
剛

雑
記　

神
仏
習
合
時
代
を
伝
え
て
い
る
。
本
体
は
砂
岩
、
台
石
は
花
崗
岩
と
石
材
が

違
う
。
ま
た
、
本
体
は
変
則
的
な
四
角
柱
で
あ
る
が
、
台
石
は
き
れ
い
に
整
形
さ
れ

た
六
角
柱
で
あ
る
。

52　

濱
中
又
右
衛
門
茂
行
墓　

芦
屋
町
山
鹿
二
二
―
一
七　

法
輪
寺

正
面

實
相
院
天
翁
義
真
居
士

裏
面

君
姓
濱
中
諱
茂
行
稱
又
右
衛
門
號
三
遊
齋
谷
惠
君
目

幼
家
貧
及
長
發
憤
刻
苦
弁
痛
節
衣
食
終
能
興
産
家
聲

日
顯
可
謂
一
家
之
始
祖
哉
文
政
六
年
癸
未
ニ
月
十
六

日
病
卒
于
家
行
年
六
十
有
四

　
　
　
　
　

三
世
孫　
　
　

又
右
衛
門
茂
群
改
建
之

ヽ49　
大
黒
天
像　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
三
五　

恵
比
須
神
社

台
石
右
面

文
政
二
巳
卯

十
一
月
吉
日

正
面

海
上
安
全

賣
買
永
續
繁
榮

左
面

掛
屋

　
　

観
音
丸

　
　

天
満
丸

　
　

住
吉
丸

　
　

乘
組
中

50　

大
黒
天
像　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

台
石
右
面

文
政
四
辛
巳

　

九
月
吉
日

大
宮
司

　
　

駿
河
守
代

台
石
左
面

戎
屋
勇
八　

戎
屋
四
郎
平　

縄
田
屋
定
右
エ
門　

田
中
屋
伊
兵
衛

戎
屋
仁
右
エ
門　

岩
井
屋
徳
十
郎　

縄
田
屋
善
三
郎　

夷
屋
三
右
エ
門

〔
原
文
人
名
横
一
列
〕

二
八
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55　

五
重
層
塔　

芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一　

禅
壽
寺

東
面
五
段　

�

四
段　
　
　

三
段　
　
　

二
段　
　
　

一
段

：　

タ　

￥　

Ε
　

⊆

南
面
五
段　

�

四
段　
　
　

三
段　
　
　

二
段　
　
　

一
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
真
言
寶
塔
再
建　
　
　
　
　
　

當
山
四
十
世
權
大
僧
都
法
印
智
圓
誌

Λ
　

・　

ゆ
〇

ツ
ケ　

＼
＞>

西
面
五
段　

�

四
段　
　
　

三
段　
　
　

二
段　
　
　

一
段

″
　

メ　

ら
ｏ

ら
⑬　

♂
ｕ

北
面
五
段　

�

四
段　
　
　

三
段　
　
　

二
段　
　
　

一
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
二
年
辛
卯
四
月
吉
辰

∵　

＄　

ぬ
￠

ｇ
℃　

ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
面
台
座　
　
　
　
　
　
南
面
台
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
方
施
主　
　
　
　
　

記
国
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛭
子
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畝
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
松
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
代
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
平

雑
記　

濱
中
家
墓
（
73
）
と
（
95
）
と
当
墓
は
同
時
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

53　

三
部
妙
典
塔　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
四　

光
明
寺

上
函
正
面　
　
　
下
函
正
面

よ
　
　
　
　

三
部
妙
典

左
面　
　
　
　
　
左
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
石
左
面

　
　
　
　
　
　

安
永
六
年
酉
十
一
月
廿
五
日　
　
　

文
政
八
酉
春

＞
　
　
　
　

轉
譽
善
人
信
男　
　
　
　
　
　
　
　

施
主

　
　
　
　
　
　

心
譽
光
觸
善
女　
　
　
　
　
　
　
　

刀
根
七
兵
衛

　
　
　
　
　
　

寛
政
八
辰
八
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

恭
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
歳
賀

裏
面　
　
　
　
　
裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
面

　
　
　
　
　
　

寛
政
六
寅
十
月
廿
一
日　
　
　
　
　

周
防
室
津
石
工

ガ
　
　
　
　

玉
光
秀
意
信
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
邉
屋

　
　
　
　
　
　

智
還
妙
早
信
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
兵
衛

右
面　
　
　
　
　
右
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
面

　
　
　
　
　
　

安
永
三
午
十
一
月
廿
四
日　
　
　
　

當
山
二
十
一
世

・
　
　
　
　

光
譽
霜
林
居
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
譽
代

　
　
　
　
　
　

穐
月
妙
圓
信
女　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

延
享
四
卯
九
月
七
日

54　

祠　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二　

岡
湊
神
社
境
内

文
政
十
年
十
一
月
吉
日

奉
寄
進
和
田
吉
右
衛
門

二
九
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〔
剥
落
し
て
い
る
〕

正
面

此
尊
像
ハ
予
州
三
角
寺
奥
之
院
本
尊
弘
法
大
師
御
真
作
之
写
也

大
師
而
真
作
之
由
来
ハ
御
年
四
十
二
歳
之
御
時
岩
窟
に
三
七
日

籠
ら
せ
給
ひ
て
作
ら
せ
給
ふ
尊
像
な
れ
ば
世
に
厄
除
の
尊
像
と

い
ひ
伝
ふ
な
り
高
野
山
は
禁
□
諸
人
の
知
る
処
依
之
大
師
女
人

ら
を
あ
わ
れ
み
当
山
を
□
ら
□
且
御
自
作
を
残
し
置
高
野
山
に

□
□
□
一
度
此
地
に
参
詣
の
輩
ハ
三
悪
趣
に
お
と
さ
じ
と
の
御

慈
悲
に
依
て
□
□
□
□
□
□
□
と
げ
る
べ
き
と
の
こ
と
な
り

左
面

文
政
十
一
年
歳
次

戊
子
正
月
建
之

雑
記　

正
面
は
風
化
が
進
み
読
め
な
い
部
分
が
あ
っ
た
の
で
藤
本
春
秋
子
氏
資
料
を

参
考
と
し
た
。

57　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二　

岡
湊
神
社

右
側
正
面

奉

進

裏
面

天
保
二
年
卯
十
一
月
吉
日

　
　
　

願
主
村
田
勝
十

左
側
正
面

奉

進

裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
面
台
座　
　
　
　
　
　
西
面
台
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵
屋　
　
　
　
　
　
　

関
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
七　
　
　
　
　
　
　

清
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
屋　
　
　
　
　
　

田
中
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
六　
　
　
　
　
　
　

傳
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
屋　
　
　
　
　
　

塩
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
藏　
　
　
　
　
　
　

傳
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
比
寿
屋　
　
　
　
　

若
松
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
兵
衛　
　
　
　
　
　

善
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
屋　
　
　
　
　
　
　

穂
阪
元
孚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
平　
　
　
　
　

米
屋　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
木
屋　
　
　
　
　
　
　
　

傅
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
藏　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
木
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
兵
衛

雑
記　

南
面
台
座
は
全
く
読
め
な
い
の
で
田
中
八
郎
氏
資
料
を
写
し
た
。
当
五
重
層

塔
は
神
仏
分
離
令
に
よ
る
千
光
院
廃
寺
に
伴
い
禅
壽
寺
に
移
さ
れ
た
と
、
聞
く
。

56　

弘
法
大
師
座
像　

芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一　

禅
壽
寺

右
面

三
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左
側
正
面

奉

進

左
面

再
建　

芦
屋
町　

小
田
和
蔵

右
面

天
保
四
年
癸
巳

　
　
　
　

二
月
吉
日

60　

百
度
石　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

右
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
吉

天
保
四
年
癸　
　

巳

六
月
吉
日　
　

東
屋　
　

　

伊　

八

正
面

百
度
石

左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
松
屋　

　

善
九
郎

海
上
安
全　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

　

吉　

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

　

藤
十
郎

裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

　

照
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

　

和　

平

61　

猿
田
彦
大
神　

芦
屋
町
田
屋　

徳
満
神
社

猨
田
彦
大
神

天
保
二
年
卯
十
一
月
吉
日

　
　
　

中
西
善
エ
門

58　

灯
塔　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

柱
正
面

式
日
獻
燈

柱
裏
面

天
保
三
年
辰
九
月
吉
日

台
石
二
段
目
裏
面

米
屋
定
右
門　
　

塩
屋
與
平　
　

植
木
屋
善
藏　
　

萬
屋
武
平

関
屋
清
次
郎　
　

太
田
喜
平
太　

吉
野
屋
七
作　
　

米
屋
新
次
郎

田
中
屋
傳
三
郎　

俵
屋
茂
七　
　

関
屋
助
次
郎　
　

綿
屋
甚
右
衛
門

蛭
子
屋
儀
助　
　

萬
屋
吉
右
エ
門　

啓
徳
丸
徳
七　

祇
園
丸
助
七

辨
天
丸
兵
助　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
こ
の
面
人
名
横
一
列
〕

雑
記　

同
形
の
（
69
）
と
一
対
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

59　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

右
側
右
面

再
建　

山
鹿
魚
町　
　

小
田
定
右
衛
門

正
面

奉

進

左
面

天
保
四
年
癸
巳

　
　
　
　

二
月
吉
日

三
一
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63　

巡
礼
同
行
碑　

芦
屋
西
ノ
浜　

観
音
寺

右
面

天
保
六
年
未
三
月
吉
日

　
　
　

西
国
順
禮
同
行
中

正
面

御
国
中　
　

く
ハ
ん
を
ん
寺

二
十
二
番

雑
記　

参
道
に
あ
り

64　

狛
犬
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

右
側
台
石
正
面

獻
〔
横
書
き
〕

左
面

施
主

多
賀
谷
伊
七

裏
面

天
保
六
乙　
　

未

歳
四
月
吉

辰
造
焉

左
側
台
石
右
面

施
主

多
賀
谷
伊
七

正
面

　

□
□
□
甲
午
□
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
屋
中

62　

惣
本
山
知
恩
院
直
末
表
碑　

芦
屋
町
山
鹿
一
三
―
二　

大
願
寺

右
面

筑
前
遠
賀
郡
山
鹿
邑
皆
乗
山
得
主
院
大
願
寺
我
「
鎮
西
文
之
所
鬨
基
督
山
鹿
兵
藤
次

為
之
大
檀
越
後
有
敦
而
廢
處
長
中
□
蓮
「
杜
經
譽
再
建
乃
為
弘
善
寺
之
屬
及
寛
政
四

年
壬
子
之
春
少
林
寺
進
譽
和
尚
国
「
上
現
住
阿
譽
以
其
資
為
伴
檀
越
大
保
正
秋
枝
□

以
興
廣
所
謁
闡
譽
日
時
矣
「
□
使
等
宜
屬
知
恩
院
巳
誄
之
請
檀
越
又
以
啓
其
師
進
譽

和
尚
「
及
使
成
道
寺
光
譽
請
之
□
喜
寺
香
□
事
医
聞
於
〔
六
行
。「
は
改
行
頭
。〕

正
面

惣
本
山
知
恩
院
直
末
表
碑

左
面

官
□
可
闡
譽
奉
書
請
之
知
恩
院
終
聽
許
焉
大
□

寺
而
直
屬
知
恩
院
實
自
與
如
之
闡
譽
禎
請
余
其
始
末

之
記
乃
為
記
大
□
□
□

　
　

鎮
西
本
山
四
十
九
主
□
賢
洲

　
　
　

寛
政
十
年
戊
午
六
月
八
日

裏
面

　
　
　

表
碑
霊
立
發
起
式

必　

鹿
門
院
徳
譽
切
釋
宗
休
居
士　
　
　
　

秋
枝
八
郎
廣
温

文　

圓
村
院
判
譽
正
道
居
士　
　
　

同　
　

野
間
藤
右
衛
門

必　

照
雲
院
廣
譽
□
□
居
士　
　
　

同　
　

藤
江
政
右
衛
門

父　

徳
善
院
功
譽
動　

居
士　
　
　

同　
　

桑
原
定
右
衛
門

于
時
天
保
六
年
乙
未
利
三
九
月
現
住
十
七
世
真
譽
和
尚
建
之

三
二
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施
主
〔
下
横
一
列
に
田
中
屋
□
□
四
郎
、
米
屋
新
右
エ
門
、
富
屋
、
京
屋
、
村
田
屋

□
右
衛
門
な
ど
人
名
約
十
名
あ
る
が
読
め
な
い
〕

雑
記　

神
仏
習
合
時
代
の
な
ご
り
を
伝
え
て
い
る
。

67　

父
母
菩
提
塔　

芦
屋
町
柏
原
亀
甲　

善
福
寺

右
面

亀
甲
山

太
子
堂
開
基
主

白
石
仁
平
同
人
妻

正
面

文
化
八
未
七
月
八
日

長
譽
承
縁
善
士

真
譽
玅
戒
法
尼

文
化
十
四
年
十
一
月
十
八
日

左
面

天
保
八
酉
十
月

爲
父
母
菩
提

白
石
源
三
郎
建

68　

宝
篋
印
塔　

芦
屋
町
山
鹿
二
二
―
一
七　

法
輪
寺

上
函
正
面　
　
　
　
　
下
函
正
面

Ｒ　
　
　
　
　
　
　

妙
典
一
字
一
石
塔

左
面　
　
　
　
　
　
　
左
面

　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
九
戊
戌
年

獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

大
宮
司

波
多
野
飛
騨
守

65　

祇
園
宮
鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社
参
道

右
柱

奉

進
神
門
一
区

　
　
　
　
　

願
主　

濱
中
又
右
衛
門
茂
陵

正
面
額

祇
園
宮

左
柱

　
　
　

大
宮
司
從
五
位
下

　
　
　
　
　
　

波
多
野
飛
騨
守
平
朝
臣
春
郷

天
保
六
年
乙
未
八
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
崎
才
七
吉
秋

66　

熊
野
大
権
現
鳥
居　

芦
屋
町
西
ノ
浜　

金
臺
寺

右
柱

天
保
七
在
歳
丙
申
九
月
吉
辰　

當
山
廿
二
卋
賢
阿
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叢
記
門
前
甚
助

正
面
額

熊
野
大
権
現

左
柱

三
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岩
本
佐
兵
衛　
　

立
岩
岩
次
郎　
　

太
田
卯
右
衛　
　

武
富
七
太
郎

田
中
兵
治　
　
　

城
島
利
左
右
門　

西
儀
右
衛
門　
　

村
富
光
右
門

岡
田
卯
之
助　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

台
石
中
段
正
面

吉
沢
喜
兵
衛　
　

田
中
米
次
郎　
　

古
沢
平
右
門　
　

福
島
壽
兵
衛

横
尾
勘
兵
衛　
　

本
岡
城
太
郎　
　

瀬
戸
口
仙
十　
　

藤
野
長
右
門

井
上
鶴
吉　
　
　

古
沢
梅
五
郎　
　

江
藤
吉
次
郎　
　

山
田
常
太
郎

横
尾
惣
吉　
　
　

岡
田
卯
左
右
門　

前
田
治
三
郎　
　

水
町
治
三
郎

浦
郷
忠
兵
衛　
　

吉
田
平
助　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

中
段
左
面

川
浪
兵
助　
　
　

天
瀬
庄
吉　
　
　

田
丸
常
三
郎　
　

岡
田
新
十

浦
郷
政
右
門　
　

天
瀬
太
兵
衛　
　

松
本
幸
右　
　
　

門
松
尾
熊
助

立
石
辰
十　
　
　

本
岡
市
左
右
門　

大
塚
伊
左
右
門　

福
地
弥
兵
衛

石
丸
鹿
太
郎　
　

岩
本
清
吉　
　
　

石
丸
近
次
郎　
　

岩
永
仁
太
郎

川
浪
庄
右
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

台
石
下
段
正
面

天
ヶ
瀬
慶
十　
　

上
瀧
増
太
郎　
　

田
丸
嘉
兵
衛　
　

平
松
兵
吉

岩
永
平
左
右
門　

福
地
徳
次
郎　
　

山
口
菊
次
郎　
　

森
永
作
右
門

吉
村
七
郎
兵
衛　

梅
崎
利
右
門　
　

武
富
善
助　
　
　

浦
郷
喜
右
門

前
川
善
兵
衛　
　

中
尾
長
右
門　
　

大
塚
直
太
郎　
　

西
儀
三
郎

西
忠
次
郎　
　
　

馬
場
傳
右
門　
　

高
庄
氏
登
與　
　

古
沢
卯
之
助

前
田
政
十　
　
　

松
尾
幸
吉　
　
　

東
松
之
助　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

台
石
下
段
左
面

當
町
保
正

江
藤
與
四
郎　
　

濱
口
屋
庄
五
郎　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

Π　
　
　
　
　
　

秋
七
月
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
中
又
三
郎
茂
陵
拜
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
又
右
衛
門
茂
群
建
塔

裏
面　
　
　
　
　
　
　
裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　

書
寫
功
徳
経
文
分
明
諸
法
實
相
「
勧
奨
衆
生
開

　
　
　
　
　
　
　
　

示
悟
入
階
漸
脩
行
「
多
寶
佛
塔
善
哉
賛
成
婆
竭

ネ　
　
　
　
　
　
　

龍
女
「
頃
爾
珠
呈
三
周
妙
説
四
衆
諦
聴
「
是
以

　
　
　
　
　
　
　
　

回
向
是
以
運
誠
普
天
雲
静
「
率
土
水
清
五
穀
豊

　
　
　
　
　
　
　
　

饒
萬
民
康
寧
「
子
孫
孝
順
家
門
昌
栄
玆
以
記
之

　
　
　
　
　
　
　
　
「
勒
以
為
銘　
〔
こ
の
面
八
行
。「
は
改
行
頭
。〕

右
面　
　
　
　
　
　
　
右
面

ヲ　
　
　
　
　
　
　

ぐ

69　

灯
塔　

芦
屋
町
船
頭
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

柱
正
面

式
日
獻
燈

柱
裏
面

天
保
十
己
亥
八
月
吉
辰

台
石
上
段
正
面

肥
前
伊
万
里

寄
附
連
名

石
丸
源
左
右
門　
　
　

横
尾
武
右
門　
　
　

前
川
前
左
右
門

水
町
政
右
門　
　
　
　

末
石
松
太
郎　
　
　

松
尾
彦
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

上
段
左
面

三
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正
面

後ご

水み
ず

干
拓
板
碑
再
建
碑

裏
面

天
保
十
四
年
〔
月
日
剥
落
〕

　

大
保
正
格
保
正　

浜
中
又
右
衛
門

　

普
請
方
戸
畑
邑　

與
一
郎

　

御
出
役　

橋
本
久
五
郎

　

組　

頭　

平
七　

喜
太
郎

　
　
　
　
　

甚
作　

勘
右
衛
門

　

石
工　

才
七　

伝
七

右
面

昭
和
五
十
八
年
三
月　

芦
屋
町
教
育
委
員
会
建
之

71　

御
潮
井
台　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
ー
三
五　

恵
比
須
神
社

正
面

奉

進

左
面

願
主　

桑
原
傳
次
郎

右
面

天
保
十
四
癸
卯

72　

百
度
石　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社
参
道

右
面

天
保
十
四
年
卯
六
月
吉
日

正
面

世
話
人

塩
屋
七
右
門　
　

掛
屋
清
次
郎　
　

角
屋
真
平　
　

開
屋
茂
七

椛
屋
清
五
郎　
　

若
松
屋
藤
十
郎　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

雑
記　

同
形
の
（
58
）
と
一
対
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

70　

後
水
干
拓
碑　

芦
屋
町
山
鹿
字
後
水

正
面

後
水
干
拓
板
碑

裏
面

天
保
十
四
年
癸
卯
四
月

　

大
保
正
格
保
正　

浜
中
又
右
衛
門

　
　

普
請
方　
　

戸
畑
邑
與
一
郎

　
　

御
出
役　
　

橋
本
久
五
郎

　
　

与
頭　

平
七

　
　
　
　
　

喜
太
郎

　
　
　
　
　

甚
造

　
　
　
　
　

甚
右
衛
門

　
　

石
工　

才
七

　
　
　
　
　

伝
七

雑
記　

右
銘
文
は
編
者
の
古
い
記
録
で
あ
る
が
経
緯
に
記
憶
が
な
い
。
藤
本
春
秋
子

氏
資
料
と
類
似
し
て
い
る
の
で
こ
こ
に
収
め
た
。
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
再
調
査

を
行
っ
た
が
す
で
に
現
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
再
建
碑
が
芦
屋
町
山
鹿
二
十
三

（
後
水
）
に
あ
る
。
左
に
そ
の
銘
文
を
紹
介
し
て
お
く
。

三
五
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天
保
十
五
年

　
　

辰
正
月
吉
旦

　
　
　
　

萬
町
中

雑
記　

萬
町
は
当
地
の
旧
町
で
あ
る
。

75　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

右
側
正
面

式
日
燈

左
面

山
鹿
庄
屋

　

大
庄
屋
格

　
　

濱
中
又
右
エ
門

裏
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
側
台
石
裏
面

天
保
十
五
甲　
　

辰

載　
　
　
　
　
　
　

石
工

　

夏
六
月
吉
辰　
　
　
　
　
　
　

山
鹿
村
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
崎
才
七

左
側
正
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
側
台
石
正
面

式
日
燈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
鹿
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
□
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
彦
五
郎
常
睦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町

百
度
石

左
面

　
　
　
　
　
　

米
屋
又
右
衛
門

玉
垣　
　
　
　

枡
一
屋
半
三
郎

　

セ
話
人　
　

榮
松
屋
貞
兵
衛

　
　
　
　
　
　

石
屋
才
七

　
　
　
　
　
　

枡
屋
弥
吉

73　

濱
中
又
三
郎
墓　

芦
屋
町
山
鹿
二
二
ノ
一
七　

法
輪
寺
墓
地

正
面

轉
性
院
真
法
浄
輪
居
士

裏
面

君
姓
濱
中
諱
茂
陵
稱
又
三
郎
號
朶
雲
齋
華
山
世

業
之
餘
最
善
挿
花
其
技
頗
精
妙
妻
者
大
久
保
氏

生
二
女
所
病
卒
後
娶
井
上
氏
無
子
養
堀
江
氏
之

長
子
為
嗣
天
保
十
四
年
癸
卯
十
月
十
四
日
病
卒

行
年
六
十
有
六

　
　
　
　
　
　
　
　

男　

又
右
衛
門
茂
群
建
之

雑
記　

濱
中
家
墓
の
（
52
）
と
（
95
）
と
当
墓
は
同
時
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

74　

猿
田
彦
大
神　

芦
屋
町
山
鹿　

萬
千
代
神
社

正
面

猿
田
彦
大
神

裏
面

三
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獻
燈

左
面

小
田
彦
五
郎
常
睦

78　

水
盤　

芦
屋
町
西
浜
町
三
―
三
五　

観
音
寺

右
面

弘
化
二
歳
乙
己

十
一
月
吉
辰

　
　

現
住
琢
峰
代

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

　
　
　

横
田
儀
四
郎　

福
田
次
八　
　

高
崎
与
助　
　

同
次
郎
十

　
　
　

古
賀
弥
平　
　

福
田
儀
右
門　

□
左
作
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
こ
の
面
人
名
横
一
列
〕

79　

灯
燈　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
三
五　

恵
比
須
神
社

右
面

弘
化
三
丙
午
正
月
十
日

正
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
石
正
面

奉
獻
海
上
安
全
商
賣
永
續

願
主
掛
屋
舩
乘
組
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
三
十
八
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
繕
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
治
郎
半
恒
直

80　

蛭
子
神
社
鳥
居　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
五　

蛭
子
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
半
蔵
正
敏

裏
面

天
保
十
五
甲　
　

辰

載

　

夏
六
月
吉
辰

76　

一
石
一
字
塔　

芦
屋
町
幸
町
四　

道
端

正
面ぷ　

大
乘
妙
典
一
字
一
石
塔

裏
面

弘
化
二
年　

在
乙
己
五
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
善
蔵

雑
記　

芦
屋
町
の
搆
口
横
に
あ
り
。

77　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
二
―
四　

築
山
天
満
宮

右
側
右
面

弘
化
二
乙　
　

巳

八
月
廿
五
日

正
面

獻
燈

左
面

小
田
定
右
衛
門
繁
種

左
側
右
面

弘
化
二
乙　
　

巳

八
月
廿
五
日

正
面

三
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小
田
彦
五
郎　

小
川
清
五
郎　

中
西
友
右
エ
門　

野
間
定
兵
衛

　

野
間
藤
次
郎　

船
津
幸
平　

高
橋
半
兵
衛
〔
こ
の
面
人
名
横
一
列
〕

82　

辨
財
天
鳥
居　

芦
屋
町
山
鹿
八　

遠
賀
川
河
口
の
川
中

右
柱

　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人
吉
永
勘
七

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　

舩
津
幸
平

　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　

小
川
清
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
江
崎
文
七
吉
秋

　
　
　
　
　
　
　
　

発
頭
人
中
西
只
右
衛
門
繁
満

奉
再
建
華
表
一
基　

大
庄
屋
格
庄
屋
浜
中
又
右
衛
門
茂
群

　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
格
小
田
定
右
衛
門
繁
種

　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
格
小
田
彦
五
郎
常
睦

　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
口
林
半
蔵
正
敏

　
　
　
　
　
　
　
　

社
司
快
寿
院
別
當

正
面
額

辨
財
天

左
柱

弘
化
四
歳
在
丁
未
五
月
吉
辰

〔
以
下
人
名
右
文
下
横
一
列
〕

小
田
半
三
郎　

小
田
彦
十
郎　

中
西
□
蔵　

中
西
友
右
エ
門

小
田
彦
蔵　
　

野
間
貞
兵
衛　

久
□
右
平　

□
山
嘉
右
エ
門

倉
野
儀
兵
衛　

高
椋
忠
兵
衛　

舩
津
幸
平　

高
崎
久
右
エ
門

池
田
次
左
衛
門　

□
□
枝
甚
□　

□
□
□
次
七

右
柱

　
　
　

桑
原
傅
次
郎
宗
昌

　
　
　

同　

勘
兵
衛
季
遠

奉
再
建

額
正
面

蛭
子
神
社
〔
横
書
き
〕

額
裏
面

昭
和
六
十
三
年

　
　
　

八
月
吉
日

　

奉
納
柴
田
足
七

左
柱

弘
化
三
年
丙
子
六
月
吉
辰

　
　
　
　
　
　

小
野
勘
右
エ
門
茂
尋

　
　
　
　
　
　

小
野
傳
右
衛
門
登
重

雑
記　

少
な
く
と
も
二
度
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

81　

大
神
宮　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

正
面

大
神
宮

裏
面

弘
化
四
年
丁
羊
春
菅
華
恭
書

台
座
石
正
面

伊
勢
講

　

大
保
正
格

三
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石　

屋
勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

筑
前
屋
磐
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋
佐
兵
衛

　
　
　
　
　
　

備
中
笹
岡
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

蛭
子
屋
源
次
郎

　
　
　
　
　
　

世
話
人

　
　
　
　
　
　
　
　

辨
天
丸
兵
助

正
面
額

岩
津
宮
〔
造
り
替
え
〕

左
柱

嘉
永
二
年
己
酉
正
月
吉
辰　

江
田
與
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
野
三
郎
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛭
子
屋
儀
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
屋
武
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹽
屋
喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
屋
甚
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
田
屋
弥
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
屋
直
助

　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

鹽
屋
甚
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原
傳
次
助

85　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
正
門
町
一
四
他　

神
武
天
皇
社

右
側
柱
正
面

式
日
獻
燈

右
側
柱
左
面

雑
記　

厳
島
神
社
の
一
の
鳥
居
。
極
め
て
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
人
名
、
役
職
な
ど

は
、
藤
本
春
秋
子
氏
資
料
と
秦
清
氏
資
料
を
参
考
と
し
た
。

83　

狛
犬
（
一
対
）　

芦
屋
町
正
門
町
十
四　
　

神
武
天
皇
社

右
側
正
面

獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

弘
化
四
歳
「
在
丁
未
八
「
月
吉
祥
日
〔
原
文
三
行
、「
は
改
行
頭
〕

右
面

世
話
人

　

辨
天
丸

　
　
　

兵
助

　
　
　

甚
三
良

左
側
正
面

獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

願
主

　

江
田
與
平

84　

岩
津
宮
鳥
居　

芦
屋
町
白
浜
町
七
―
五　

岩
津
神
社

右
柱

奉
再
建　
　
　

大
坂
生
蝋
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

尼
嵜
屋
勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋
小
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

三
河
屋
金
兵
衛

三
九
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庄
野
藤
七

　
　
　

中
西
清
八

右
側
台
石
下
段
裏
面

昭
和
四
十
二
年

九
月
吉
日
復
元

崇
敬
者
中

左
側
柱
右
面

大
宮
司
藤
原
朝
臣
吉
雄

左
側
柱
正
面

式
日
獻
燈

左
側
柱
裏
面

肥
前
伊
万
里

　
　
　

陶
器
問
屋
中

左
側
台
石
上
段
正
面

伊
万
里
世
話
人

石
丸
源
左
衛
門　

横
尾
武
右
衛
門　

田
中
兵
次　

本
岡
城
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

左
側
台
石
上
段
裏
面

發
起

小
野
清
次
郎
茂
弘　
　

柴
田
清
七
朝
光　
　

高
崎
徳
右
エ
門
義
高

中
西
次
郎
兵
衛
恒
久　

越
野
三
郎
平
守
任　
　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

當
町
浦

陶
器
旅
行
中

雑
記　

修
理
は
台
石
部
の
み
。

嘉
永
元
年
戊
申
五
月
吉
日

右
側
柱
裏
面

町
浦
世
話
人

陶
器
旅
行
中

右
側
台
石
上
段
正
面

發
起

中
西
次
郎
兵
衛
恒
久　

越
野
三
郎
平
守
任　

小
野
清
次
郎
茂
広

高
崎
徳
右
エ
門
義
高　

柴
田
清
七
朝
光　
　
　
〔
人
名
横
一
列
〕

右
　

順
知

右
側
台
石
上
段
左
面

石
工

江
崎
傳
三
郎

右
側
台
石
上
段
裏
面

當
町
庄
屋

江
藤
与
四
郎
勝
照

右
側
台
石
上
段
右
面

明
治
十
一
年
六
月

修
繕
肥
前
伊

万
里
幹
事

二
代
石
丸
源
左
エ
門

　
　
　

本
岡
市
太
郎

　
　
　

本
岡
佐
吉

該
町
幹
事

　
　
　

中
西
卯
右
エ
門

四
〇
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左
面

當
町
中

89　

鋪
石
寄
進
碑　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社

右
面

嘉
永
三
歳
庚
戌
六
月
吉
日

正
面

鋪
石
寄
進
倉
野
義
兵
衞

　
　
　
　

髙
椋
忠
兵
衞

90　

石
柱
塀　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
五　

蛭
子
神
社

そ
の
一
正
面

嘉
永
三
年

そ
の
一
裏
面

庄
屋
□　

江
藤
與
四
郎

庄
屋
手
傳
江
藤
與
五
郎

そ
の
二
正
面

奉

進

そ
の
三
正
面

市
場
甼

雑
記　

そ
の
他
の
石
柱
に
は
別
々
の
屋
号
紋
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

91　

と
も
綱
石　

芦
屋
町
西
浜
町
九
―
一
三　

遠
賀
川
河
口

右
面

86　

鳥
居
残
片　

芦
屋
町
山
鹿
浦　

厳
島
神
社

嘉
永
二
年　
　
　
　

孫
兵
衛　
　

藤　

吉

　
　
　
　
　

古　
　

伊
三
郎　
　

吉　

助

　
　
　

浦　

臺　
　

□
□
□　
　

左　

七

　
　
　
　
　

石　
　

伊
□
八　
　

次
七
良

　
　
　

若　

發　
　

林　

蔵　
　

次
右
衛
門

　
　
　
　
　

起　
　

栄　

吉　
　

勝　

助

酉
二
月
吉
辰

雑
記　

鳥
居
の
柱
で
あ
る
が
、
明
治
七
年
旧
九
月
吉
日
に
旗
柱
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

87　

御
潮
井
台　

芦
屋
町
船
頭
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

右
面

嘉
永
三
年
庚
戌
正
月
吉
日

正
面

奉
獻　

銭
屋
源
次

　
　
　

米
屋
原
右
衛
門

88　

三
界
萬
霊　

芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一　

禅
寿
寺

右
面

嘉
永
三
年
庚

戌
三
月
建
立

正
面

三
界
萬
霊

四
一
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94　

狛
犬
（
一
対
）　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二　

岡
湊
神
社

右
狛
犬
右
面

嘉
永
六
癸　
　

丒

年

　
　

正
月
吉
祥
日

正
面

奉左
面

海
陸
安
全

左
狛
犬
右
面

海
陸
安
全

正
面

獻左
面

　
　
　

錢
屋

　
　
　
　

源
次

施
主　

蛭
子
屋

　
　
　
　

儀
助

95　

濱
中
又
右
衛
門
墓　

芦
屋
町
山
鹿
二
二
―
一
七　

法
輪
寺
墓
地

正
面

彰
徳
院
寛
翁
紹
裕
居
士

裏
面

居
士
又
右
衛
門
者
堀
江
氏
長
男
也
有
故
續
濱
「
中
又
一
郎
家
以
其
家
之
女
妻
之
有
三

男
一
女
「
而
其
妻
早
没
爾
後
以
蘆
屋
浦
中
西
恒
久
之
姉
「
又
妻
之
嘗
因
郷
薦
為
保
正

嘉
永
四
年
辛
九
月
吉
日

正
面

世
話
人　

□
□
□
郎

萬
屋
平
六

雑
記　

形
態
か
ら
見
て
と
も
綱
石
で
よ
い
と
思
う
。（
92
）
と
組
み
合
わ
せ
と
し
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。

92
と
も
綱
石　

芦
屋
町
西
浜
町
九
―
一
三　

遠
賀
川
河
口

保
正　

江
藤
與
史
郎
代

雑
記　
（
91
）
と
、
組
み
合
わ
せ
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

93　

旗
柱　

芦
屋
町
山
鹿
六　

城
山
神
社

右
側
正
面

嘉
永
六
載

裏
面

　
　
　

小
田
彦
四
郎　

小
田
喜
四
郎

連
名　

中
西
彦
九
郎　

香
月
源
平

　
　
　

久
枝
孫
平　

左
側
正
面

癸
丑
正
月
吉
旦

裏
面

　
　
　

中
西
八
右
衛
門　

小
田
彦
右
衛
門

連
名　

野
間
貞
次
郎　
　

小
田
判
三
郎

　
　
　

三
好
市
右
衛
門

四
二
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安
政
二
乙　
　

卯

初
冬

金
龍
山
現
住

　
　

彰
願
代
奏
之

　

施
主
石
工

　
　
　

江
崎
才
七
吉
秋

98　

灯
塔
（
一
対
）　

芦
屋
町
山
鹿
狩
尾　

狩
尾
神
社

右
側
正
面

安
政
二
乙
卯
歳

左
面

弐
日
燈

裏
面

多
賀
谷
伊
右
衞
門
道
□

左
側
正
面

秋
九
月
吉
日

裏
面

多
賀
谷
伊
右
衞
門
道
足

右
面

弐
日
燈

99　

貝
葉
院
釋
髙
寸
浄
哲
居
士　

芦
屋
町
山
鹿
一
一
ノ
三
九　

安
楽
寺

正
面

貝
葉
院

釋
髙
寸
浄
哲
居
士

左
面

天
保
丙
申
之
年
以
「
救
貧
民
之
功
従
官
廳
屢
蒙
賞
譽
又
權
為
「
大
保
正
之
列
性
常
好

活
花
之
心
頗
究
奥
□
號
「
三
遊
齋
花
惠
也
嘉
永
七
年
甲
寅
三
月
四
日
病
「
而
卒
于
家

行
年
五
十
有
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
当
面
八
行
。「
は
改
行
頭
。〕

雑
記　

山
鹿
後
水
干
拓
碑
（
70
）
に
記
さ
れ
て
い
る
濱
中
又
右
衛
門
の
墓
で
あ
る
。

濱
中
家
墓
の
（
52
）
と
（
73
）
と
当
墓
は
同
時
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

96　

旗
柱
（
一
対
）　

芦
屋
町
白
浜
町
七
ノ
五　

岩
津
神
社

右
側
正
面

　
　
　
　
　
　
　

同　
　

傳
次
良

献　

當
若
者
中　
　
　
　

次
兵
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
兵
衛
門

裏
面

寅
十
一
月
吉
日

左
側
正
面

　
　
　
　
　
　

世
話
人　

□
七

奉　

町
内
安
全　
　
　
　

熊
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
三
良

裏
面

甲
嘉
永
七
年

97　

水
盤　

芦
屋
町
山
鹿
一
一
ノ
三
九　

安
楽
寺

正
面

凍
盤
〔
横
書
き
〕

裏
面

四
三
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也
□
子
勿
忽
焉
其
厚
於
親
族
亦
可
善
美
翁
風
有
購
一
切
經
布
施

〔
十
七
行
。「
は
改
行
頭
。〕

右
面

邑
寺
之
志
巳
而
獲
其
付
之
七
義
壽
繼
補
之
遂
至
備
於
是
新
作
經
蔵
以
「
蔵
焉
語
日
夫

孝
者
善
繼
人
之
志
善
述
人
之
事
者
也
義
壽
有
焉
夫
地
獄
天
「
堂
無
則
巳
若
其
有
乎
如

翁
之
慈
善
其
享
生
於
天
堂
也
又
爰
疑
焉
義
壽
請
「
余
撰
其
墓
誌
吾
聞
義
壽
性
愛
書
其

行
商
之
聡
訪
四
方
諸
老
先
生
必
索
「
其
筆
蹟
然
則
應
是
任
者
固
不
之
於
其
人
余
之
不

文
也
豈
足
受
其
託
哉
雖
「
然
其
父
子
不
好
霊
飾
浮
文
余
之
素
尚
或
有
會
乎
其
意
者
是

以
來
嘱
之
耳
「
故
不
敢
辞
為
誌
其
概
略
如
此
銘
日〔

こ
れ
ま
で
七
行
。「
は
改
行
頭
。〕

　
　

一
切
経
典
黄
檗
是
刊
非
彼
有
力
購
求
實
難

　
　

翁
也
損
財
古
寺
維
附
塾
能
繙
經
先
拜
此
墓

安
政
五
年
歳
次
戊
午
秋
八
月　

美
濃　

錦
江　

角
田
炳　
　

撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

訥
斎　

山
田
惟
孝　

謹
書

雑
記　

一
般
に
経
蔵
碑
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
安
楽
寺
に
は
安
政
五
年
完
成
の
輪
蔵
造

り
経
蔵
が
あ
る
。
当
碑
は
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

100　

旗
柱　

芦
屋
町
正
津
ヶ
浜　

濱
松
神
社

安
政
五
午
九
月
吉
辰

101　

水
盤　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
四　

光
明
寺

右
面

施
主

　

江
田
與
兵
衛

嗚
呼
世
有
胃
其
名
而
区
其
實
者
儒
生
與
佛
者
是
也
間
其
業
則
語
孟
子
六
經
「
大
小
來

聞
其
説
則
或
周
公
孔
子
観
其
服
則
或
菩
薩
羅
漢
而
察
其
行
則
利
「
名
貧
慾
夫
賣
竪
駔

儈
且
有
不
屑
也
豈
非
骨
其
名
而
亡
其
實
者
與
有
商
賣
「
其
業
而
儒
佛
其
行
者
余
於
倉

野
翁
父
子
見
之
翁
諱
義
知
稱
儀
兵
衛
筑
州
「
山
鹿
人
也　

本
姓
佐
野
氏
為
倉
野
氏
之

贅
壻
以
鬻
陶
器
為
業
至
翁
二
世
而
「
行
商
于
東
国
盖
以
翁
為
始
家
産
頗
鐃
性
好
慈
善

質
直
方
正
常
不
苟
其
言
「
行
而
篤
捨
浮
屠
氏
輪
廻
之
説
令
嗣
義
壽
能
守
其
家
風
不
敢

失
墜
所
謂
商
「
賣
其
業
而
儒
佛
其
行
者
非
耶
安
政
甲
寅
十
月
翁
携
兒
忠
次
郎
姪
源
兵

衛
「
客
于
美
濃
獲
疾
在
大
垣
客
舎
急
請
治
療
於
府
下
名
医
江
馬
翁
而
病
勢
不
「
滅
於

是
輿
疾
至
浪
華
衆
医
無
効
以
十
二
月
念
一
日
歿
于
逆
旅
享
年
四
「
十
七
其
属
紘
之
前

子
姪
及
逆
旅
主
人
間
其
所
欲
言
翁
日
諸
悪
莫
作
衆
善　
　
〔
十
一
行
。「
は
改
行
頭
。〕

裏
面

奉
行
内
典
有
金
言
兒
北
軍
宜
勤
焉
我
平
生
歸
依
乎
三
寶
吾
家
憤
勿
怠
焉
義
「
壽
既
為

家
嫡
且
其
志
老
成
足
以
託
後
亊
矣
爾
輩
亊
之
如
父
而
可
也
我
今
「
以
不
見
彼
為
憾
雖

然
命
也
又
何
言
乎
自
非
其
平
素
有
定
於
胸
中
安
得
其
「
治
命
簡
而
要
如
此
乎
先
是
義

壽
在
肥
州
伊
万
里
亦
罹
危
疾
焉
幸
得
痊
而
「
歸
家
忽
接
舎
弟
之
信
得
審
乃
父
乃
倉
皇

就
路
當
是
時
赤
間
有
鈴
「
木
拙
斉
翁
者
医
名
噪
于
四
方
便
道
造
門
語
以
故
而
請
日

願
得
先
生
一
診
「
難
死
無
憾
也
且
泣
声
涙
斉
下
鈴
木
翁
愍
然
諾
之
即
日
相
伴
登
舟

海
「
路
過
防
長
而
及
藝
之
御
手
洗
是
日
風
濤
大
起
舟
不
能
進
不
得
巳
繁
纜
於
「
港
有

一
舟
泊
焉
呼
義
壽
甚
急
驚
而
顧
即
弟
等
護
霊
柩
而
遷
郷
也
義
壽
號
「
慟
殆
絶
而
後
謹

受
其
遺
命
岡
極
之
痛
可
想
也
於
是
同
回
舟
實
乙
卯
正
月
「
初
二
日
也
嗟
乎
萬
里
大
洋

両
舟
相
遇
極
難
矣
人
以
為
孝
感
所
致
也
其
月
「
其
日
葬
于
邑
之
安
樂
寺
法
謚
日
髙
寸

浄
哲
居
士
大
谷
法
王
所
賜
云
配
「
倉
野
氏
有
子
女
五
人
長
即
義
壽
號
軽
趐
稱
儀
七
郎

後
從
通
稱
亦
為
儀
兵
「
衛
次
儀
八
折
屋
別
居
不
幸
□
死
次
女
子
次
郎
忠
次
郎
出
嗣
髙

椋
氏
李
日
「
柳
吉
以
為
儀
八
之
嗣
姪
源
兵
衛
区
兄
佐
野
某
之
遺
孤
也
育
之
家
後
義
壽

「
與
以
若
于
金
日
聊
以
為
子
産
業
之
資
子
宜
務
力
與
家
今
日
之
贈
体
我
先
「
人
之
意

四
四
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同　
　

同　
　
　
　
　

江
□
□
右
衛
門
幸
定

　
　

同　
　

同　
　
　
　
　

高
﨑
儀
助
基
弘

　
　

同　
　

同　
　
　
　
　

入
江
圓
助
篤
實

正
面

備
米
蔵
〔
左
十
九
行
の
上
に
大
き
な
字
で
横
書
き
〕

米
拾
俵　
　
　

江
藤
與
五
郎　
　

米
拾
五
俵　

小
野
傳
右
衛
門

同
五
拾
俵　
　

桑
桑
原
傳
次
郎　

同
拾
三
俵　

東
屋
儀
三
郎

同
五
拾
俵　
　

江
田
與
平　
　
　

同
拾
貮
俵　

米
屋
源
右
衛
門

同
四
拾
八
俵　

小
田
休
五
郎　
　

同
拾
貮
俵　

紀
伊
國
屋
藤
右
衛
門

同
四
拾
八
表　

坂
口
平
四
郎　
　

同
拾
貮
俵　

油
屋
助
七

同
四
拾
俵　
　

太
田
源
次
郎　
　

同
拾
俵　
　

安
高
徳
平

同
四
拾
俵　
　

中
西
善
蔵　
　
　

同
拾
俵　
　

米
屋
傳
市

同
三
拾
貮
俵　

小
野
清
次
郎　
　

同
拾
俵　
　

関
屋
正
五
郎

同
三
拾
貮
俵　

和
田
武
平　
　
　

同
拾
俵　
　

福
田
屋
藤
次
郎

同
三
拾
俵　
　

柴
田
清
三
郎　
　

同
八
俵　
　

村
田
平
次
郎

同
三
拾
俵　
　

吉
永
茂
七　
　
　

同
八
俵　
　

関
屋
甚
次
郎

同
三
拾
俵　
　

桑
原
甚
五
郎　
　

同
五
俵　
　

田
中
傳
三
郎

同
三
拾
俵　
　

有
田
久
平　
　
　

同
五
俵　
　

吉
永
市
蔵

同
貮
拾
四
俵　

江
田
喜
右
衛
門　

同
五
俵　
　

横
田
熊
右
衛
門

同
貮
拾
四
俵　

高
﨑
儀
助　
　
　

同
五
俵　
　

米
屋
勘
兵
衛

同
貮
拾
四
俵　

入
江
圓
助　
　
　

同
五
俵　
　

三
原
屋
清
七

同
貮
拾
四
俵　

松
吉
源
次　
　
　

同
五
俵　
　

綿
屋
源
兵
衛

同
貮
拾
四
俵　

和
田
只
平　
　
　

同
五
俵　
　

掛
屋
庄
右
衛
門

同
貮
拾
四
俵　

安
宅
安
兵
衛　
　

同
五
俵　
　

糀
屋
甚
四
郎

〔
以
下
の
十
八
行
は
前
の
十
八
行
の
下
に
彫
ら
れ
て
い
る
〕

正
面

　

水
盤
〔
横
書
き
〕

左
面

安
政
六
年
己
未

　

正
月
吉
日

裏
面

現
□
□
□

102　

旗
柱
（
一
対
）　

芦
屋
町
正
門
町
十
四
他　

神
武
天
皇
社

右
側
正
面

奉
寄
進

左
面

錢
屋
源
次

左
側
右
面

錢
屋
源
次

正
面

萬
延
元
年
申
八
月

103　

備
米
倉
碑　

芦
屋
町
中
ノ
浜
六
―
八
（
旧
金
屋
町
）　

道
端

右
面

　

発
起
〔
左
七
行
の
上
に
横
書
き
〕

　
　

庄
屋　

大
庄
屋
格　
　

江
藤
與
五
郎
信
照

　
　

組
頭　

同　
　
　
　
　

小
田
休
五
郎
信
行

　
　

同　
　

同　
　
　
　
　

柴
田
清
三
郎
有
年

　
　

同　
　

同　
　
　
　
　

村
田
平
次
郎
智
房

四
五

史学論叢第 49 号（2019 年３月）



　
　

同　
　

坂
口
平
四
郎　

安
高
安
兵
衛

　
　

同　
　

中
西
善
蔵　
　

綿
屋
源
兵
衛

　
　

同　
　

小
野
清
次
郎　

東
屋
儀
三
郎

裏
面

萬
延
紀
元
歳
次
庚
申

秋
九
月
造
建
立　
　

福
岡　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
平

雑
記　

備
米
蔵
は
海
雲
寺
下
の
金
屋
町
隅
ノ
倉
と
い
う
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

備
米
と
い
う
の
は
凶
作
な
ど
の
折
窮
民
救
済
の
た
め
に
貯
え
た
米
の
こ
と
で
あ
る
。

104　

灯
塔
（
一
対
）
芦
屋
町
中
ノ
浜　

安
養
寺

右
塔
正
面

般
若
塔

左
面

當　

山　

源
住
大
廊

十
一
世

裏
面

文
久
元
亗
酉
三
月

六
百
回
忌
之
寄
附

左
塔
正
面

破
闇
塔

裏
面

小
野
清
次
郎
茂
廣

米
五
俵　

春
屋
只
右
衛
門

同
五
俵　

丸
屋
勘
蔵

同
五
俵　

久
滿
屋
多
八

同
五
俵　

松
尾
屋
和
蔵

同
五
俵　

萬
屋
作
右
衛
門

同
五
俵　

角
屋
嘉
八

同
五
俵　

山
本
屋
久
次
郎

同
五
俵　

小
田
屋
與
平

同
三
俵　

山
本
屋
孫
七

同
三
俵　

竹
屋
直
次

同
三
俵　

鍬
屋
正
五
郎

同
三
俵　

松
尾
屋
和
右
エ
門

同
貮
俵　

山
本
屋
久
吉

同
貮
俵　

上
野
屋
助
十

同
貮
俵　

油
屋
勘
右
衛
門

同
貮
俵　

杦
野
甚
右
エ
門

同
壱
俵　
　
　

桶
屋
安
次

以
上

左
面

米
四
俵　

光
明
寺　

近
譽　

同
貮
俵　

金
臺
寺　

至
阿　

世　

話　

人

〔
以
下
六
行
は
右
二
行
の
下
に
彫
っ
て
い
る
〕

大
庄
屋
格　

桑
原
傅
次
郎　

松
吉
源
次
同

　
　

同　
　

江
田
與
平　
　

吉
永
市
蔵

　
　

同　
　

太
田
源
次
郎　

和
田
只
平

四
六

『福岡県遠賀郡の金石文集成　二　芦屋町篇』（中村）



花
崗
岩
に
変
わ
っ
て
い
る
外
は
お
お
む
ね
復
元
さ
れ
て
い
る
。
旧
道
標
は
芦
屋
町
歴

史
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

108　

大
山
祇
神
祠　

芦
屋
町
山
鹿　

城
山
公
園
（
白
山
神
社
）

祠
右
面

文
久
三
年
亥
二
月
吉
日

　
　
　

波
多
野
土
佐
守
春
鎭

台
石
正
面

魚
町
庄
屋

舩
庄
屋
兼
帯
大
庄
屋
格

小
田
定
右
エ
門

大
庄
屋
格

小
田
彦
五
郎

大
庄
屋
格

林
清
三
郎

大
庄
屋
格

中
西
只
右
衛
門

組
頭

野
間
定
兵
衛

組
頭

中
西
友
右
エ
門

小
田
彦
一
郎

中
西
半
九
郎

倉
野
儀
兵
衛

野
間
藤
次
郎

105　

經
塚　

芦
屋
町
船
頭
町
八
―
一
一　

禅
寿
寺

右
面

願
主　

江
田
與
平

正
面

光
明
真
言
二
万
遍

左
面

文
久
元
酉
七
月

106　

蛭
子
社
鳥
居　

芦
屋
町
船
頭
町
一
二
―
四
八　

岡
湊
神
社

右
柱

文
久
元
辛　
　

酉

年　

町
内
安
全

正
面
額

蛭
子
社

左
柱

奉
再
建
太
田
源
次
郎
直
信

107　

道
標　

芦
屋
町
幸
町
５　

道
端
・
搆
口
傍

北
面

文
久
元
□　
　

酉　

新
町

東
面

左　

濱
口
通

　
　

川
筋
道

雜
記　

こ
こ
十
年
の
間
に
作
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
現
道
標
は
、
石
材
が
砂
岩
か
ら

四
七
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左
側
右
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫　

助　
　
　

勘
右
エ
門

元
治
二
丑
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次　

助　
　
　

福　

吉

左
面

　
　
　
　
　

世
話
人　
　
　
　

甚　

助　
　
　

嘉
右
エ
門

西
若
連
名　
　
　
　

忠　

八　

徳
五
郎　
　
　

作
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次
郎　

勘
兵
衛　
　
　

甚　

六

111　

鳥
居
残
片　

芦
屋
町
山
鹿
浦　

厳
島
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭　

長
次
良　
　

六
次
良

慶
応
二
丙　
　

寅

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
次
郎　
　

茂　

平

　
　
　
　
　
　

□　
　
　
　
　
　
　
　

取　

勝
十
郎　
　

清
エ
門

　
　
　
　

浦　

通　

世　

藤
三
良　
　
　

次　

助　
　

兵　

七

　
　
　
　
　
　

再　

話　

各
右
衛
門　
　
　

兵
次
良　
　

藤　

蔵

　
　
　
　
　
　

興　

人　

好　
　

平　
　
　

勘　

十　
　

儀　

助

　
　
　
　

若　

連　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
次
郎　
　

喜
次
郎

　
　
　
　
　
　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
良
兵
衛　

佐　

市

首
夏
吉
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

十　
　

儀　

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
次
良　
　

藤
右
門

雑
記　

本
来
は
鳥
居
の
柱
で
あ
る
が
、
明
治
七
年
旧
九
月
吉
日
に
旗
柱
に
作
り
替
え

ら
れ
て
い
る
。
銘
は
鳥
居
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

112　

御
潮
井
台　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
二
五　

焚
火
神
社
参
道

平
橋
和
作

109　

旗
柱　

芦
屋
町
山
鹿
一
九
―
一
八　

須
賀
神
社
参
道

右
面

村
中

正
面

　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　
　
　

源
次
郎　
　

徳
三
良

若
者
連
中　
　
　
　

長
四
郎　
　

濱　

七　
　

勝　

平

　
　
　
　
　
　
　
　

貞　

平　
　

濱
次
郎　
　

治　

平

　
　
　
　
　
　
　
　

又
兵
衛　
　

藤　

平

左
面

惣
世
話
人

　
　
　
　

伝
十

裏
面

元
治
元
載

110　

旗
柱　

芦
屋
町
西
浜
町
一
一
―
二
五　

焚
火
神
社
参
道

右
側
右
面

　
　
　
　
　

世
話
人　
　
　
　

孫
右
衛
門　
　

善　

七

西
若
連
名　
　
　
　

兵　

七　

清　

助　
　
　

万　

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞　

郎　
　
　

宗
右
門

左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
右
エ
門　
　

利　

平

當
浦
安
全　
　
　
　
　
　
　
　

源　

一　
　
　

清
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
三
郎　
　
　

弥　

八

四
八
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裏
面

慶
應
四
年
戌
辰　
　
　
　

保
正

　

三
月
納
経　
　

施
主　
　

森
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

妻

訂
正平

成
二
十
五
年
三
月
発
刊
『
史
学
論
叢
第
四
三
号
』「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成

三
」
七
頁
下
段
19
行

「
熊
本
県
山
鹿
市
（
肥
後
山
鹿
）
鋳
物
師
の
作
品
」
を
「
筑
前
国
芦
屋
の
系
譜
を
引

く
博
多
鋳
物
師
の
作
品
」
に
訂
正
。

平
成
二
十
五
年
三
月
発
刊
『
史
学
論
叢
第
四
三
号
』「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成

三
」
九
頁
下
段
14
行

「
昭
和
十
五
年
一
月
達
之
」
を
「
昭
和
十
五
年
一
月
建
之
」
に
訂
正
。

平
成
二
十
九
年
三
月
発
刊
『
史
学
論
叢
第
四
七
号
』「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成

七
」
三
八
頁
上
段
14
行

「
八
幡
西
区
山
路
」
を
「
八
幡
東
区
山
路
」
に
訂
正
。

平
成
二
十
九
年
三
月
発
刊
『
史
学
論
叢
第
四
七
号
』「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成

七
」
三
八
頁
上
段
15
行

「
安
永
申
年
四
月
初
八
月
」
を
「
安
永
五
申
年
四
月
初
八
日
」
に
訂
正
。

平
成
二
十
九
年
三
月
発
刊
『
史
学
論
叢
第
四
七
号
』「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成

七
」
三
八
頁
上
段
19
行

「
八
幡
西
区
山
路
」
を
「
八
幡
東
区
山
路
」
に
訂
正
。

右
面

慶
應
二
寅
十
一
月

正
面

是
従
百
渡

左
面

奉
福
嶌
屋
勘
七

113　

水
盤　

芦
屋
町
正
門
町
十
四
他　

神
武
天
皇
社

正
面

盥
盤
〔
横
書
き
〕

慶
應
四
辰
四
月

　
　

本
城
觸
中

裏
面

大
宮
司

　

利
廣
氏

石
工

　
　

江
崎
傳
十

114　

経
塚　

芦
屋
町
浜
口
町
七　

大
師
堂

正
面

南
無
阿
彌
陀
佛

左
面

　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　

□
三
郎

四
九

史学論叢第 49 号（2019 年３月）


